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 信州大学では、2020 年度以降に入学した学部生を対象に全学必修の共通教育科目

「学術リテラシー」を開講している。学術リテラシーは、高校時代に学んだことを大

学生としての視点から改めて学習し、学習者が自己を開拓するための科目として設定

されている。本稿では、2022 年度までに実施した「学術リテラシーアンケート」の分

析結果を報告し、本授業実施後の成果を確認した上で、今後の展望について述べる。 
 
１．はじめに 

 
 信州大学（以下、本学）のカリキュラムは、共通教育と専門教育の 2 本の柱からな

っており、本学のどの学部のカリキュラムも、この 2 つの柱によって構築されている。

共通教育は、さらに次の 3 つの枠組みで編成されている。 
 基盤系：学問形成に不可欠な基礎・基本的な知識の習得・能力開発 
 教養系：社会人として必要な幅広い教養の修得、問題解決力・探求力の開発 
 専門基礎系：学部専門につなげるための知識や能力の修得 

本稿で取り上げる「学術リテラシー」は基盤系に属する共通教育科目であり、全学

部生が必ず履修しなければならない必修科目として開講されている。学部・学科等に

よって、本科目の単位を修得できなかった場合の対応が示されている[1][2]ものの、

2020 年度以降に入学した学部生は、1 年次の前期に本科目を履修し単位を修得する。 
学術リテラシーの達成目標は、次の 3 点である[3]。 

 大学での学びを充実させるための読解力や記述力を身につけ、学術的な探究がで

きるようになる。 
 協働で学ぶことを通して、他者とのコミュニケーションがとれるようになる。 
 新聞や本などを読むことを通して教養を深め、ICT（情報通信技術）を活用して適

切に情報を収集し、整理分析・表現する情報活用能力を身につける。 
高等学校までの学びをベースに、思考・判断・表現に関わる基礎的・基本的なトレー

ニングを協働で行い、それを通して、大学での学びで必要とされる読解力や記述力、

他者とのコミュニケーションの取り方や、ICT を活用した情報処理力などを身につけ
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ることが学術リテラシーのねらいである。具体的な学習内容は 2.1 節で説明する。 
 本学では、次の 3 つを目的とした「学術リテラシーアンケート（以下、アンケート）」

を、各年度の履修者を対象として学術リテラシー終了直後に実施している。 
 各履修者が本学へ入学する前の状況を確認する。 
 学術リテラシー実施方法や提出課題の内容に関する意見を聴取する。 
 各履修者が学術リテラシーを履修した後の成果を確認する。 
本稿では、2022 年度までに実施された 3 年度分のアンケート結果を示し、これら 3 点

について分析・考察するとともに、今後の実施方法などの展望について述べる。 
 
２．学術リテラシーおよびアンケートの実施概要 

 

２．１ 学術リテラシーでの学習内容 

 
 学術リテラシーでは教科書が指定（2020 年度は[4]、2021 年度・2022 年度は[5]）さ

れており、表 1 に示すように全 8 回で構成されている。いずれの回も 90 分間の授業中

に行う内容と授業後に行う活動（事後学習）があり、学習管理システム（Moodle）を

使った授業サイトに提出する課題が各回で設定されている。実際は、授業中に実施す

る活動の準備を中心とした事前学習、グループ活動を中心とした授業中の学習、提出

課題に取り組むことを中心とした事後学習の 3 つで各回が構成されている。 
事後学習では、履修者同士の相互評価も行う。原則、各回でこの相互評価を 2 回実

施する。1 回目はいわゆる仮提出に対する評価であり、本提出に向けたコメント出し

を行う。これにより、事後学習においても協働で学ぶ機会を設けている。2 回目は本

提出に対する評価であり、各回で定められた評価観点にしたがって、履修者が点数を

つける。この点数は学術リテラシーの最終成績に反映される。 
 

表 1 教科書の構成と提出課題 
回 各時間の内容 提出課題 
1 心をほぐしてコミュニケー

ション能力を高める 
授業中の活動報告（2 分間発表原稿作成） 

2 新聞の切り抜きレポーター 新聞記事の紹介（2 分間発表原稿作成） 
3 伝えること グループのひみつ話まとめ（新聞作成） 
4 記憶をたどってみれば 「○○（例：嬉しい）」という言葉を使わないで「○○」

と思ったことを書く（自由作文） 
5 文体にこだわって 「今日の朝起きてからのこと」について「○○（例：

相田みつを）」風に書く（自由作文） 
6 新聞読み比べ 4 社の社説まとめ（2 分間発表原稿作成） 
7 本の要約 指定図書の書評（2 分間発表原稿作成） 
8 新聞記事をもとにプレゼン

テーションを作成 
新聞記事のスクラップから共通するテーマを見つ

け、そのテーマについて、記事を引用しながら意見

を述べる（2 分間プレゼン資料作成） 
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２．２ 学術リテラシーの運営 

 
 表 2 は学術リテラシー各年度の実施方法を示したものである。一部の例外を除いて、

各年度の 1 年次生約 2,000 名を、1 クラス 45 名程度になるように 45 クラス程度に分

割した。この分割は、学部・学科等の単位ではなく、各履修生に履修希望曜日・時限

を聞いた上で実施している[1][2]。2020 年度は新型コロナウイルス感染症（COVID-19）
の影響で 6 月上旬に授業を開始することになり、全 7 回を同期型オンラインで毎週実

施した。2021 年度以降は感染症対策をした上で、全 8 回を対面かつ隔週で実施した。 
 表 3 は各回の実施内容を示したものである。2021 年度までは、表 1 で示した教科書

の構成どおりに進め、「本の要約」と「新聞記事をもとにプレゼンテーションを作成」

の回を、履修者同士の相互評価に加えて、担当教員による評価も必ず行う回として設

定した。2022 年度は各回のつながりを意識して授業の実施順序を変更し、前半 4 回が

「読み中心」、後半 4 回が「書き中心」になるように編成した。これにより、担当教員

が必ず評価する回を分散させている。 
 

表 2 学術リテラシー実施方法 
 2020 年度 2021 年度・2022 年度 

実施時期 6 月上旬～7 月中旬 4 月上旬～8 月上旬 
実施回数 全 7 回（毎週実施） 全 8 回（隔週実施） 
講義形式 同期型オンライン（動画視聴） 対面（教員による講義） 

 
表 3 学術リテラシー実施内容 

回 2020 年度 2021 年度 2022 年度 
1 心をほぐしてコミュニケ

ーション能力を高める 
心をほぐしてコミュニケ

ーション能力を高める 
心をほぐしてコミュニケ

ーション能力を高める 
2 新聞の切り抜きレポータ

ー、伝えること 
新聞の切り抜きレポータ

ー 
新聞の切り抜きレポータ

ー 
3 記憶をたどってみれば 伝えること 新聞読み比べ 
4 文体にこだわって 記憶をたどってみれば 新聞記事をもとにプレゼ

ンテーションを作成 
5 新聞読み比べ 文体にこだわって 伝えること 
6 本の要約 新聞読み比べ 文体にこだわって 
7 新聞記事をもとにプレゼ

ンテーションを作成 
本の要約 記憶をたどってみれば 

8  新聞記事をもとにプレゼ

ンテーションを作成 
本の要約 

注）背景が灰色の回は担当教員による評価を必ず実施する。 
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２．３ アンケートの概要 

 
 表 4 はアンケートの実施概要を示したものである。本稿の付録に示すとおり、アン

ケートは多肢選択式・自由記述式合わせて全 20 問で構成されており、質問項目を本学

入学前の状況（項目 1-1～1-8）と本授業の受講中もしくは受講後（項目 2-1～2-12）の

2 つに分けて履修者に回答を依頼した。 
表 4 に示すとおり、各項目は 1 章で述べたアンケートの実施目的に対応している。

目的 1 に対応する質問項目では、学術リテラシーで実施する主な活動の経験有無や活

動に対する気持ちを問うており、小中高等学校などで行われている活動を確認してい

る。目的 2 に対する項目では、授業中の課題への対応や授業運営に対する意見を問う

ており、2.2 節で示した運営方法の検討に利用している。目的 3 に対する項目では、

学術リテラシーで達成した内容を問うており、履修者が 1 章で示した達成目標をきち

んと達成しているか否かを確認している。 
 

表 4 アンケートの実施概要 
項目 説明 

目的 1. 各履修者が本学へ入学する前の状況を確認する。 
2. 学術リテラシー実施方法や提出課題の内容に関する意見を聴取する。 
3. 各履修者が学術リテラシーを履修した後の成果を確認する。 

対象者 各年度の学術リテラシー履修者（1 年次生以外を除く） 
期間 各年度の第 8 回授業終了後（概ね 7 月下旬）～9 月上旬 
回答方法 学習管理システム上のアンケートフォームに入力（無記名式） 
回答率 2020 年度：81.1%、2021 年度：69.6%、2022 年度：51.9% 
質問項目 上記の各目的に対する項目の概要は次のとおり（詳細は付録で示す） 

 目的 1（項目 1-1～1-8）： 
* 新聞記事のスクラップ、新聞記事作成、発表原稿作成、本の要約、

レポート作成の経験有無 
* 文章の読み・書き、他者とのコミュニケーションに対する気持ち 

 目的 2（項目 2-1～2-6、2-10、2-12）： 
* 新聞の入手方法、要約する本の選定方法、オンライン学習で困っ

たこと、授業全体を通して苦労したこと、授業で最も意欲的に取

り組んだ内容 
* 授業展開速度・各課題の時間配分、課題量・難易度に対する感覚 

 目的 3（項目 2-7～2-9、2-11）： 
* 文章の読み・書き、他者とのコミュニケーションに対する気持ち

の変化 
* 授業全体を通して成長したと感じたこと 
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習に係る整備が十分に行われていなかったこともあり、他履修者とのコミュニケーシ

ョンを取ることに関する苦労が伺えた。2021 年度からは対面授業において授業サイト

での操作方法等を十分に説明したため、「ある」と回答した割合が大きく減った。 
 一方、オンライン学習を含めて、学術リテラシーで苦労したことを問うた項目 2-10
について、図 4 は 2022 年度の回答傾向を共起ネットワークで表現したものである。共

起ネットワークは、自由記述式回答において、同じ回答内によく出現する語（共起す

る語）を線で結んだものであり、強く結びついた部分ごとに自動的にグループ分けさ

れる[6]。また、各単語を囲う丸が大きいほど、多くの履修者が回答したことを示して

いる。図 4 を見ると中央下部にある「課題」を囲う丸が共起ネットワーク内で最も大

きく、それにつながる単語として「多い」「提出」「大変」「時間」があった。このこと

から、「課題の量が多く提出が大変だった」という回答傾向が見られることが分かる。

次に特徴的なのは、中央上部にある「文章」「苦労」である。それらにつながっている

単語を見てまとめると、文章を書くことが難しい、あるいは文章を書くことに苦労し

たことが伺える。以上の回答傾向は 2021 年度でも同様であった。 

 
図 4 授業で苦労したことに対する回答の共起ネットワーク。KH Coder 3 [6] で出力

されたものをグレースケールで示した。出力の前処理として実行する形態素解析によ

り、品詞の違いで異なる単語（丸）として表示される場合（「考える」と「考え」）や、

通常は一単語で使われる言葉も分割される場合（「パワー」と「ポイント」）がある。 
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図 5 もっとも意欲的に取り組んだこと 

 
 もっとも意欲的に取り組んだことを問うた項目 2-12 について、図 5 に 2022 年度回

答の共起ネットワークを示した。単語を囲う丸が最も大きいのは、左上にある「新聞」

であり、それに「作成」「記事」「スクラップ」「プレゼンテーション」がつながってい

る。このことから、新聞を扱った課題は概ね意欲的に取り組まれていたことが伺えた。

図 5 を見ると他にも、本の要約、本の書評、グループメンバーと積極的に話すこと、

他者とのコミュニケーション、文章を書くことなども挙げられていることが分かる。

以上の回答傾向は 2021 年度でも同様であった。 
 本節最後の結果として、授業運営に対する履修者の感じ方を問うた 3 項目について

述べる。図 6 は学術リテラシーの授業展開速度や各課題の時間配分（項目 2-4）につ

いて、図 7 は課題の量（項目 2-5）について、図 8 は課題の難易度（項目 2-6）につい

て問うた結果を示しており、これらの回答傾向は互いに影響し合うと考えられる。表

2 で示したように、2020 年度は、2021 年度以降とほぼ同じ内容を 7 週間で毎週実施し

たため、授業展開速度が速いという回答が過半数の履修者から得られている。課題の

量が「多い」と「やや多い」を合わせた割合、および課題の難易度が「難しい」と「や

や難しい」を合わせた割合も 3 年間で最も多い。2021 年度以降は全 8 回で隔週実施と

なったため、授業展開速度に対する回答では「普通／適度」と回答した履修者が 7 割
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図 13 学術リテラシーを通して成長したと感じたこと 

 
 最後に、学術リテラシーを通して成長したと感じたこと（項目 2-11）について、図

13 に 2022 年度回答に対する共起ネットワークを示す。全体を見ると、左下にある「文

章」「書く」「力」「思う」を囲う丸が比較的大きく、中央下部の「コミュニケーション」

「人」「能力」も比較的大きい。以上をまとめると、成長したと感じたことについて、 
 文章を書く力 
 人とのコミュニケーション能力 
を回答する傾向が強いことが分かる。 
 1 章で示したように、学術リテラシーの達成目標には「大学での学びを充実させる

ための読解力や記述力を身につける」「他者とのコミュニケーションがとれるようにな

る」「適切に情報を収集し、整理分析・表現する情報活用能力を身につける」ことが含

まれており、図 13 の結果を見ると、これらはある程度達成できていると考えられる。

以上の回答傾向は 2021 年度も同様であった。 
 2020 年度については、すべての授業でオンライン実施かつ、同期型授業でも他履修

者と顔を合わせることを必須にはしていなかったため、人とのコミュニケーション能

力を挙げる履修者は少なかった。しかし、文章を書くことについては、2021 年度以降

と同様に、多くの履修者が成長したと感じたこととして挙げていた。 
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４．まとめと今後の展望 

 
 3 章で述べた結果をまとめると次の 7 点になる。 
 発表原稿作成や本の要約については多くの履修者が大学入学前に経験しているも

のの、新聞記事スクラップや新聞記事作成の経験は履修者の半数程度である。 
 新聞を定期購読する履修者は少なく、同時アクセス数の制限があっても無料で閲

覧できる新聞記事データベースが活用されている。 
 学術リテラシーで苦労していることは、主に課題量の多さと文章作成である。 
 学術リテラシーで意欲的に取り組まれている活動は、新聞に関わる活動（新聞記

事作成、新聞スクラップやそれを用いたプレゼンテーション作成）である。 
 学術リテラシーの授業展開速度は 2022 年度時点で適度であると言える。 
 もともと文章の読み書きが好きな履修者ほど受講後により好きになる傾向があり、

積極的に他者と関わりたいと思っている履修者ほど、受講後により積極的になる。 
 学術リテラシーを通して成長したと感じたことは、主に文章を書く力と人とのコ

ミュニケーション能力である。 
 課題量の多さに関する指摘が多く寄せられているものの、成長したと感じたことに

対する回答を見れば、学術リテラシーはその役割を果たせていると考えることができ

る。新聞記事を利用した活動の経験者が少なかったとしても、それらが学術リテラシ

ーで意欲的に取り組まれているとすれば、その点でも役割を果たせていると考えられ

る。一方で、日本新聞協会[7]によると 1 世帯当たりの新聞発行部数が年々減少してい

ることから、この状況下で新聞に関する提出課題を今後も課すのであれば、その必要

性などについて履修者に十分伝えなければならないだろう。 
 授業展開速度は現時点で適度であると言えるが、3.2 節で述べたように、学部・学

科等が異なる履修者とのコミュニケーションや履修者同士の相互評価などが、心理的

な負担になっている可能性がある。そのため、たとえば学術リテラシーが始まる前や

初回授業において、それらの必要性や方法などについて説明しておくことも必要かも

しれない。 
 また、本アンケートで得られた結果ではないものの、本学で開講されているすべて

の科目で原則実施している「学生による授業アンケート」では、授業に対する意見や

要望等を自由に記述できる欄があり、「正直、隔週 90 分使って学ぶほどの内容なのか

が疑問です」のように、本授業の意図をくみ取ることができず、否定的なコメントを

寄せた受講者もいた。そのため、このような意見に対応するためにも、初回授業にお

いて、本授業の意義をきちんと受講者に伝えていくことが必要となる。 
 以上の課題に対応した上で、本授業は 2023 年度以降も実施予定である。それに合わ

せて本アンケートも実施予定であるものの、表 4 で示したように回答率が徐々に下が

ってきていることから改善が必要となる。これについては、質問項目を削減し、より

的を絞った形にして、短時間で回答できるようにするなど、すべての履修者が確実に

回答してくれるような施策を考えていきたい。 
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付録．アンケート質問項目 
 

表 A アンケート質問項目（1/3） 
1. 大学入学前の状況をうかがいます。各設問の回答としてあてはまるものを１つ選択

してください。（全問必答） 
 
1-1. 大学入学前までに、新聞記事をスクラップしたことがありますか？ 
 【単回答】ある／ない 
 
1-2. 大学入学前までに、新聞記事形式の成果物を作成したことがありますか？ 
 【単回答】ある／ない 
 
1-3. 大学入学前までに、発表するための原稿を作成したことがありますか？ 
 【単回答】ある／ない 
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表 B アンケート質問項目（2/3） 
1-4. 大学入学前までに、本の要約をしたことがありますか？ 
 【単回答】ある／ない 
 
1-5. 大学入学前までに、課題としてレポートを作成したことがありますか？ 
 【単回答】ある／ない 
 
1-6. 本授業の受講前は、本などの文章を読むことについてどのように思っていました

か？ 
 【単回答】読むことが好きだ／どちらかと言えば、読むことが好きだ 
      ／どちらでもない／どちらかと言えば、読むことは嫌いだ 
      ／読むことは嫌いだ 
 
1-7. 本授業の受講前は、文章を書くことについてどのように思っていましたか？ 
 【単回答】文章を書くことが好きだ／どちらかと言えば、文章を書くことが好きだ 
      ／どちらでもない／どちらかと言えば、文章を書くことは嫌いだ 
      ／文章を書くことは嫌いだ 
 
1-8. 本授業の受講前は、学習中の他者とのコミュニケーションについてどのように思

っていましたか？ 
 【単回答】自分から積極的に、他者と関わりたい 
      ／どちらかと言えば、他者と関わりたい／どちらでもない 
      ／どちらかと言えば、他者とは関わりたくない 
      ／できる限り、他者とは関わりたくない 
 
2. 本授業の受講中もしくは受講後の状況をうかがいます。各設問の回答として当ては

まるものを選択、または回答を記述してください。（全問必答） 
 
2-1. 本授業期間中、「新聞」をどのように入手して読みましたか？ 
 【複数回答可】自分で定期購読をした／実家の新聞を読んだ 
        ／コンビニエンスストアなどで買って読んだ 
        ／大学図書館の学術情報データベースを利用して読んだ 
        ／新聞ではなく、インターネット上のニュース記事を読んでいた 
        ／その他 
 
2-2. 本授業の「本の要約」では、推薦課題図書からどのように本を選びましたか？ 
 【単回答】タイトルで選んだ／価格で選んだ／書評などを見て選んだ 
      ／以前に読んだことがあった／友だちと相談して選んだ 
      ／推薦課題図書が 1 冊だった 
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表 C アンケート質問項目（3/3） 
2-3. 本授業のオンライン学習において、何か困ったことはありましたか？ 
 【単回答】ある／ない ※「ある」の場合は困ったことを自由記述 
 
2-4. 本授業の授業展開速度・各課題の時間配分についてどのように感じましたか？ 
 【単回答】速い・短いと感じた／ふつう・適度だった／遅い・長いと感じた 
 
2-5. 本授業の課題の量についてどのように感じましたか？ 
 【単回答】多いと感じた／やや多いと感じた／適当だった／やや少ないと感じた 
      ／少ないと感じた 
 
2-6. 本授業の課題の難易度についてどのように感じましたか？ 
 【単回答】難しいと感じた／やや難しいと感じた／適度だった 
      ／やや易しいと感じた／易しいと感じた 
 
2-7. 本授業の受講後、本などの文章を読むことについてどのように変わりましたか？ 
 【単回答】読むことが好きになった／どちらかと言えば、読むことが好きになった 
      ／変わらない 
 
2-8. 本授業の受講後、文章を書くことについてどのように変わりましたか？ 
 【単回答】文章を書くことが好きになった 
      ／どちらかと言えば、文章を書くことが好きになった 

／変わらない 
 
2-9. 本授業の受講後、他者とのコミュニケーションについてどのように考えるように

なりましたか？ 
 【複数回答可】自分から積極的に、他者と関わりたい 
        ／テキストのみのコミュニケーションは、難しいと感じている 
        ／変わらない 
 
2-10. 本授業全体を通して、苦労したことを記入してください。 
 【自由記述】 
 
2-11. 本授業を通して、成長したと感じたことを記入してください。 
 【自由記述】 
 
2-12. 本授業で、もっとも意欲的に取り組んだ内容を記入してください。 
 【自由記述】 
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